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年会・総会報告

２０１３年度日本地球化学会

第６０回年会のお知らせ�１

主催：日本地球化学会（今回は日本鉱物科学会との合

同開催となります）

会期：平成２５年９月１１日�～１３日�
会場：つくば大学第一エリア１D１E棟（鉱物科学会

は１B１C棟）

交通：TXつくば駅６番バス停から（筑波大学中央行

きバス第一エリアバス停，筑波大学行き（右回

り）第一エリアバス停，または，筑波大学行き

（左回り）大学公園バス停）

東京駅発高速バス 大学会館前より徒歩３分

なお，学会期間中筑波大に学会専用駐車スペー

スを設けますので，自家用車でのご来場も可能

です。

アクセス方法の詳細については，下記のサイトを参照

下さい。

http:/ /www.tsukuba.ac.jp/access/tsukuba_access.

html（筑波大へのアクセス）

http://www.tsukuba.ac.jp/access/map_central.html

（キャンパス内地図）

内容：口頭発表及びポスター発表，学会賞記念講演，

総会，懇親会など。今回は日本鉱物科学会との合同

開催のため，２０程度の地球化学会固有セッションの

他に，４つの両学会共通セッションが行われます。

なお，４つの共通セッションは地球化学会・鉱物科

学会が２つずつ担当し，講演申込もそれぞれの学会

が担当することになっています。セッション編成の

詳細については次号のニュースでお知らせいたしま

す。

締切：講演申込及び要旨提出（昨年と同様に，同時に

行ってください）：固有セッションは６月１３日開

始，７月１７日締切，共通セッションは６月７日開

始，６月２３日締切を予定しています。今年は合同開

催でもあるため講演申込日程の延長ができませんの

でご注意ください。

事前参加登録：８月２３日�（割引料金適用）予定。各
種申込は年会ウェブサイトから行います。その詳細

については次号のニュースあるいは学会のホーム

ページをご覧ください。なおウェブサイトからの申

込か困難な方は年会事務局にそれぞれ締切の１週間

前までにご連絡下さい。年会ウェブサイトは４月上

旬に開設します。

関連イベント：市民講演会，ショートコース（詳細は

次号のニュースでお知らせします）

小集会：学会期間中の昼食時間，あるいは講演終了後

に小集会を行うことかができます。希望されるグ

ループは年会事務局にお問い合わせてくたさい。

託児サービスについて：学会期間中に託児サービスの

利用を希望されるかたは年会事務局に早めにご相談

ください。

年会事務局：

〒３０５―８５０６ 茨城県つくば市小野川１６―２

国立環境研究所 地球環境研究センター内

２０１３年度日本地球化学会年会事務局

E-mail：2013@geochem.jp

学会からのお知らせ

●「学会賞・奨励賞」２０１２年度受賞者紹介

学会賞：杉浦直治会員（東京大学大学院・理学系研究

科・地球惑星科学専攻・教授）

受賞題目：「初期太陽系の年代学・物質進化に関する

研究」

杉浦直治先生（以下，ふだんお

呼びしているように，杉浦さん，

と書きます）は，１９７７年３月に東

京大学理学部地球物理専門課程博

士コースを卒業後，カナダのトロ

ント大学に移り，隕石の残留磁化

に基づく初期太陽系の研究などを

続けられました。１９８７年３月に東京大学理学部地球物

理学科の助教授に赴任されると，隕石の窒素同位体の

研究を開始され，１９９３年に二次イオン質量分析計

（SIMS）が導入されてからは，隕石の広範な同位体

研究や年代学的研究に精力を注がれました。この

間，１９９８年３月に東京大学大学院地球惑星物理学専攻

の教授に昇任され，現在は改組を経て，同・地球惑星

科学専攻教授として活躍中です。

杉浦さんがカナダにおられた頃の様子について，私は

詳細には知りませんが，ひとつとても印象に残ってい

ることがあります。杉浦さんは，毎年，国立極地研究

所で開催される南極隕石シンポジウムに来ておられた
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のですが，ある年のシンポジウムで，コンドルールの

残留磁化を調べた結果について発表されました。それ

は，コンドルールが太陽系の磁場の中で回転しながら

冷却していったことを鮮やかに示すものでした。とて

も面白い研究をやっている人がいるなあと感心したこ

とを覚えています。

１９８７年に東京大学助教授に赴任されてからは，隕石

の窒素同位体研究に着手されました。当時大学院生

だった橋爪光さん（現在大阪大学）とともに，四重極

質量分析計を用いた極微量窒素（ナノグラムのレベ

ル）の同位体分析システムを開発しました。隕石から

の窒素の抽出には，酸素ガス中で試料を段階的に加熱

する段階燃焼法を用いるのですが，窒素の抽出，精

製，分析の各ステップで様々なノウハウが必要です。

私は希ガス分析の経験がありますが，最初，希ガスの

抽出・精製とずいぶん勝手が違うことにとまどったこ

とを覚えています。杉浦さんが世界最高レベルの分析

システムを一からつくりあげ，それをもとにおこなっ

た隕石の詳細な窒素同位体研究は，世界的に高く評価

されています。

１９９３年に，東京大学に SIMSが設置されてから，

杉浦さんの研究は，SIMSを用いた隕石中の窒素・炭

素同位体の微小領域分析へと広がり，さらに，２６Al-２６

Mg法，５３Mn-５３Cr法，１０Be-１０B法など，初期太陽系に存

在した短寿命放射性核種を利用したさまざまな「時

計」による初期太陽系年代学・物質進化の研究へと広

がりました。最近の特筆すべき成果として，大学院生

の藤谷渉さん（現在マックスプランク研究所ポスド

ク）とおこなった炭素質コンドライト（CMおよび CI

コンドライト）中の炭酸塩の５３Mn-５３Cr年代測定があ

ります。SIMSによる炭酸塩の正確な５３Mn-５３Cr年代

測定のためには，炭酸塩中の Cr同位体比とともに

Mn/Cr比を正確に決定する必要があります。そのた

めにはMn/Cr比が既知の炭酸塩の標準試料を用い

て，SIMSで分析されたMn/Crのイオン強度比を濃

度比に変換するための相対感度係数を正確に求めてお

かなければなりません。しかし，天然の炭酸塩は Cr

をほとんど含まないため標準試料として使うことがで

きず，従来の研究の多くはオリビン試料で代替して相

対感度係数を推定していました。杉浦さんたちは，人

工的にMnと Crをドープした炭酸塩の標準試料を合

成することにより正確な相対感度係数を求め，炭素質

コンドライト中の炭酸塩の正確なMn-Cr年代決定に

世界で初めて成功しました。結果は従来のデータをく

つがえし，隕石によらず炭酸塩の形成年代は太陽系の

形成開始（CAIの年代）後約５００万年であることが示

されました。杉浦さんたちは，さらに微惑星の熱史を

考慮することで，炭素質コンドライト母天体（つまり

炭酸塩の生成が可能であった水を含んだ小惑星）の集

積時期を推定し，それが太陽系形成開始から約３５０万

年であることを明らかにしました。いままで微惑星の

集積時期については理論的にも物質科学的にもほとん

ど解明されておらず，とくに含水小惑星については全

く手掛かりがなかったわけですから，これは画期的な

成果です。最近の年代学的研究で，鉄隕石やエコンド

ライトなど分化隕石の母天体が非常に早い時期（太陽

系形成開始から１００万年以内）に形成されたことを示

唆するデータが出てきていますから，この結果は，そ

れと対照的に，未分化隕石母天体の集積がとても遅い

時期であったことを示しています。

杉浦さんは，現在，初期太陽系のさまざまな年代学

的データをもとに，太陽系の形成・進化過程の総合的

な理解をめざして研究を続けておられます。その際，

杉浦さんは，さまざまな年代データを微惑星の集積年

代に焼き直して比較することをおこなっています。こ

れは杉浦さんの研究のとてもオリジナルな部分だと思

います。上記の例でいえば，炭酸塩の形成年代に加え

て，炭酸塩の形成条件（つまり液体の水が存在する温

度条件など）を考慮した微惑星の熱史のモデル計算を

組み合わせることによって，微惑星の集積時期を狭い

範囲に限定することに成功したのです。同様の考察を

さまざまな年代データに対しておこなうことによっ

て，太陽系の形成過程の大きな描像が描けるように

なってきます。

杉浦さんは，ものごしがやわらかく，失礼ながら外

見はあまり目だたない印象を受ける人ですが，実際に

一緒に仕事をしてみると，その考察力は鋭く，とても

深いところまで物事を考えている人だと感心します。

今回，杉浦さんが地球化学会の学会賞を受賞されたこ

とは，杉浦さんの研究が，その中身にふさわしい高い

評価を受けたということで，同じ分野の人間としてと

てもうれしく思います。そして，杉浦さんには，今後

ともすばらしい研究を継続され，後に続く者を刺激し

続けていただきたいと思います。

（東京大学大学院理学系研究科・比屋根肇）
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奨励賞：渋谷岳造会員（独立行政法人海洋研究開発機

構・システム地球ラボ・プレカンブリアンエ

コシステムラボユニット・研究員）

受賞題目：「地球史を通した海底熱水系進化に関する

地質学的・地球化学的・実験的研究」

渋谷岳造さんは，１９９９年に東京

工業大学理学部に入学し，卒業研

究で丸山茂徳教授の指導の下で研

究者としての一歩を踏み出しまし

た。皆さんご存じの強烈な個性を

放つ指導教官の圧倒的パワーに押

されるばかりではなく，渋谷さん

は独自の研究を切り拓き，２００８年３月に東京工業大学

理工学研究科地球惑星科学専攻で学位を取得されまし

た。その４月には，独立行政法人海洋研究開発機構

（JAMSTEC）で，立ち上がったばかりのプレカンブ

リアンエコシステムラボラトリーにポストドクトラル

研究員として赴任されました。このプレカンブリアン

エコシステムラボは，今までの本当の意味で研究分野

の枠を超え，地球と生命の相互作用・進化を「マント

ル―海洋―大陸―大気―生命」が強く反応した結果で

あると捉え，人類共通の知的好奇心の対象である生命

の起源に迫ろうというプロジェクトです。その後，

２００９年４月から同ラボの研究員として，精力的に研究

を推進しています。

渋谷さんは，東工大大学院から JAMSTECでのこ

れまでの研究生活において，一貫して「地球史を通じ

た海底熱水系進化」に関する研究を行ってきました。

その手法は実に幅広く，地質調査に出かけ，戻ってき

たら難しい地球化学的分析もこなす。JAMSTECに

職を得てからは，陸上の調査に飽き足らず，遠くイン

ド洋中央海嶺の熱水域にしんかい６５００で潜り，現世の

熱水活動を目の前に，太古の生命誕生に思いをはせ

る。一方で，技術的に難しい上に手間と時間がかかる

ために，国内では数少ない高温高圧の熱水実験に手を

拡げ，バッチ式熱水実験装置を操る研究者としては，

早くも国内第一人者として，現世と太古のどちらも実

験室に再現してしまうマジシャンとなっています。以

上のことが示すように，要は渋谷さんは正真正銘の

「何でも屋」です。

大学院時代は，これまた丸山研究室に所属する歴代

の学生のご多分に漏れず，フィールドを歩き回ってい

ます。チリ沖三重点近傍のタイタオ半島のタイタオ・

オフィオライト，西オーストラリア・ビーズリーリ

バー地域，および，クリーバービル地域において，丸

山教授と当時東工大の丸山研の助手だった小宮剛さん

（現在東大准教授）らと，ハードな地質調査を行いま

した。現場で地質調査を十分に行うと共に，非常に保

存状態のいい，それぞれ約６００万年前，２５億年前，３２

億年前の海洋底岩石を採取し，研究室に戻って何千枚

という薄片を作成・観察しました。そして，採取した

試料の岩相の変化と変成度・変質度を詳細に記載し，

それらが過去の中央海嶺の熱水との相互作用の産物で

あることを示し，そこで実際に起きていた海洋底熱水

変質作用を明らかにしました。中でも重要なのは，そ

れぞれの時代の中央海嶺熱水変質作用によって，海洋

底に炭酸塩鉱物として固定された二酸化炭素の量を見

積もったことです。そして，その量を比較し，熱力学

計算も駆使して，それぞれの時代の海水中，および，

大気中の二酸化炭素濃度を推定したことです。その結

果，大気中の二酸化炭素濃度は，３２億年から２５億年ま

での間に急激に低くなったことが明らかになりまし

た。

これらの地道な地質調査の経験が，後の深海底での

調査，熱水実験や熱力学計算に活かされていることは

間違いありません。そして，彼の仕事のうち，欠かす

ことができないのが「アルカリ熱水仮説」です。１９７７

年に酸性で金属元素に富んだ高温の熱水が海底で噴出

していることが発見されて以来，このようなブラック

スモーカーこそ初期生命誕生・進化の場であると考え

られてきました。このインパクトは強く，それからと

いうもの，誰もが「深海底からはモクモクと黒い熱水

が噴き出す」という呪いに縛られることになり，科学

の目を曇らされてきました。しかしながら，渋谷さん

はここでとんでもないことを考えつきます。上記調査

で採取された熱水変質岩の地質学的・地球化学的解析

を行い，その変質した玄武岩には，地殻深部の高温域

までも，海水由来の炭酸塩が大量に含まれていること

を見出しました。温度が高いと形成されにくい炭酸塩

鉱物が大量に存在するためには，当時の熱水系は現在

とは全く違って，現在の１００倍以上二酸化炭素に極端

に富む熱水循環系である必要があります。これに基づ

き熱水熱力学的シミュレーションを行った結果，渋谷

さんは，炭酸塩鉱物があることによって熱水が強アル

カリ性になり，岩石から大量のシリカを溶出していた

という仮説を打ち出しました。すなわち，当時の熱水

が，現在の金属元素に飛んだ真っ黒な深海熱水とは全

く異なる「金属に乏しい強アルカリ性のホワイトス
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モーカー」であることを世界に知らしめたのです。こ

れこそ，既成の概念にとらわれない柔軟な思考ができ

る渋谷さんの真骨頂です。このアルカリ熱水仮説は，

深海熱水研究３５年の常識を覆す視覚的な変化であるだ

けでなく，縞状鉄鉱層生成，そして，太古代チャート

生成メカニズムにも合理的な説明を与えます。縞状鉄

鉱層に関しては，酸素に乏しい太古代になぜ酸化鉄が

大量に生成しているかはなぞでした。しかし，もし深

海底の熱水がアルカリ性ならば，鉄に富んだ海水がア

ルカリ熱水と触れて反応することにより，酸化鉄が大

量に沈殿することになります。なぜなら，熱力学的に

は，鉄の酸化物は酸素に富んだ海水のみでなく，アル

カリ性になることでも沈殿するからです。また，シリ

カに富んだアルカリ熱水は，温度が下がることによっ

て大量のシリカを落とします。これが太古代チャート

になるのではないか，というのが渋谷さんのアルカリ

熱水仮説が示すところです。また，私は専門ではない

ので，詳しい説明を省きますが，アルカリ熱水は生命

進化にも有利です。微生物が細胞膜の内外で電位差を

作り，ATPの合成を有利にするということです。渋

谷君が唱えたこのアルカリ熱水仮説は，地球生命科学

の長年の謎を解明する画期的なアイデアです。これこ

そパラダイムシフトと言うべきものであり，JAM-

STECのうるさ方，プレカンブリアンエコシステムラ

ボのラボリーダーでもある微生物学者の高井研さんを

も，うならせました。

渋谷さんは，JAMSTECで初期地球の深海熱水組

成を復元するべく，熱水実験を繰り返していました

が，現在さらに二酸化炭素を入れた熱水と玄武岩との

反応を再現するため，アメリカ・ロサンゼルス郊外の

NASAの Jet Propulsion LaboratoryのMichael Rus-

sell博士の下，実験と熱力学計算を繰り返していま

す。近い将来，このアルカリ熱水が紛れもなく太古代

の海底化学反応を支配していたことを示すことでしょ

う。

渋谷さんは，色が黒く，サーファーっぽくて，とて

も研究者に見えない出で立ちをしています。この色の

黒さと JAMSTECで仕事をしていることを考え合わ

せると，海の男という印象を持つかも知れないのです

が，全く見かけ倒しで，船に弱く，毎回死ぬ思いで航

海に参加しています。一方で，渋谷さんはこの見かけ

によらず，人当たりも良く，丁寧で，気遣いのできる

好青年です。手を抜かずに真摯に取り組む彼の仕事

を，私は非常に信頼しています。きっと彼の周囲の研

究者と素晴らしいインターアクションを繰り返して，

地球が誕生から現在まで大きく進化してきたように，

これから研究者として，相転移を繰り返し，さらに大

きく進化していくでしょう。一緒に仕事をしていく者

として，私はそれが楽しみでなりません。

（海洋研究開発機構・鈴木勝彦）

奨励賞：川口慎介会員（独立行政法人海洋研究開発機

構・海洋・極限環境生物圏領域・研究員）

受賞題目：「還元性気体に注目した深海底環境生態系

に関する地球化学的研究」

川口慎介会員は，２００９年３月に

「深海熱水系における還元性気体

の生物地球化学」という優れた論

文で東京大学大学院農学生命科学

研究科から学位を授与されまし

た。その年の研究科長賞を合わせ

て受賞しています。分析装置を自

ら設計・構築する技術に長け，その技法をフィールド

研究に応用するというスタイルを確立しているところ

が同会員の最大の強みです。しかも研究テーマを狭く

限定することなく，地球上の生物地球化学的現象全般

に幅広い興味を示し，自分の分析技術がどの研究対象

に活用できるかを見極めたうえで，先端的かつ独創的

な研究を深化させていく能力はきわめて高いものがあ

ります。

研究の中核は軽元素ガス（特に水素やメタン）とこ

れらの安定同位体組成の分析・観測にあり，その技術

と知識は世界のトップクラスと思います。忍耐力の要

求される観測航海もすでに数十回をこなし，強いリー

ダーシップを発揮して最近では首席研究員の重責をた

びたび果たしています。船上観測装置や潜水船（有

人・無人）を駆使して大気・海水・熱水・堆積物など

多岐にわたる試料を採取し，揺れる船上でも迅速かつ

適切に処理する能力にかけては，同会員を凌ぐのは容

易なことではありません。例えば同会員がまだ博士課

程の大学院生のころ，白鳳丸 KH―０６―４次航海（レグ

３）で中央インド洋海嶺の海底熱水系の調査に参加し

た際には，同航海で採取した海水約２００試料の塩分と

溶存酸素のルーチン分析をたった一人で行うという離

れ業を演じたほどです。陸上の実験室においても，連

続フロー型質量分析システムをはじめ高度な研究機器

を使いこなし，短時間のうちに高感度・高精度のデー

タを取得するために様々な工夫を重ねてきました。
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これまでに，Scientific Reportsをはじめ評価の高

い欧文学術雑誌に１０報以上の論文を公表しています

が，それらの内容は熱水化学・分析化学・大気化学と

多岐にわたっており，申請者の幅広い研究フィールド

を示しています。私の知る限り，朝は研究室の誰より

も早く出勤し，実験室で自作の分析装置の改良・活

用，デスクに向かってはデータ解析と論文執筆を迅速

に進め，時間を無駄にせず，あれよあれよという間に

研究を完成させてしまう快（怪？）男児です。２００５年

の日本地球化学会若手会では代表幹事を務め，数十名

の若手研究者を率いて会の運営に大いに貢献しまし

た。また，２０１０年には２８歳の若さで評議員に選出さ

れ，学会のあり方について若手研究者の立場から重要

な貢献をしたことは記憶に新しいところです。第一印

象こそ「野獣系」などと揶揄する向きもあるようです

が，コミュニケーション能力は申し分なく，国内外の

研究者ともすぐにうち解けて情報交換を行うことがで

きます。また，分かりやすく，要点を確実に押さえた

プレゼンには定評のあるところです。

次世代を担う屈指の若手研究者として，今後ますま

す能力に磨きをかけ，前人未踏のフィールドの開拓に

邁進することと強く期待しています。

（東京大学大気海洋研究所・蒲生俊敬）

奨励賞：長島佳菜会員（独立行政法人海洋研究開発機

構・地球環境変動領域・研究員）

受賞題目：「石英の電子スピン共鳴分析に基づく黄砂

の起源推定法の確立と古気候復元への応

用」

長島佳菜さんは，東京大学にお

いて多田隆治先生の指導のもと，

一貫して「海底堆積物に記録され

た黄砂の起源推定」の研究を続け

てきました。２００２年，東京大学大

学院理学系研究科地球惑星科学専

攻修士課程を修了後，同博士課程

に進み，２００４年博士課程２年の時に，修士課程および

博士課程での研究をまとめて第四紀研究という学術誌

に発表した論文「過去１４万年間のアジアモンスーン・

偏西風変動―日本海堆積物中の黄砂粒径・含有量から

の復元―」が，２００５年度の日本第四紀学会論文賞を受

賞するなど，早くから「地球化学」分野の研究者とし

て活躍するべく頭角を表していました。２００５年３月に

博士（理学）を取得後，１０月に独立行政法人海洋研究

開発機構地球環境観測研究センター（現地球環境変動

領域）のポストドクトラル研究員として古海洋研究グ

ループに加わり，現在，研究員として活躍していま

す。

長島さんが研究テーマに選んだのは，毎年春になる

と東アジア砂漠域から運ばれる黄砂。我々の健康に与

える被害や大気・海洋環境に与える影響が注目されて

いるのみならず，堆積物に含まれる黄砂は，過去の大

気循環の変動を読み解く上での重要な記録媒体になっ

ています。健康被害にしても古気候研究にしても黄砂

の輸送メカニズムを明らかにする事が重要であり，そ

のためには，黄砂が東アジアのどこから運ばれて来る

のか，その起源を突き止めることが不可欠でした。と

ころが，従来の鉱物学的なアプローチや安定同位体比

を用いた方法では，複数存在する黄砂起源域全てを識

別する事はできなかったため，長島さんらは，黄砂の

主要構成鉱物である石英に注目し，石英の電子スピン

共鳴（Electron Spin Resonance）信号強度と結晶化

度という２つのパラメータから得られる結晶学的特徴

を基に，大学院の学生時代から現在に至るまで１０年以

上かけて黄砂粒子を同定する方法の開発を行ってきま

した。その努力が実り，上記の方法を用いて世界で初

めて中国の主要な９つの砂漠を起源とする石英を識別

することに成功しました。この成果は中国の研究者と

の共同研究であったため，筆頭著者は譲ったものの，

識別を可能にした長島さんによるそれまでの基礎的な

研究の功績がなければ石英の起源推定には至らなかっ

たでしょう。更に，日本海の堆積物に含まれる黄砂由

来の石英粒子を抽出し，開発した手法を駆使して，過

去１０万年に渡る黄砂の供給源の変遷を復元し，黄砂を

運搬する偏西風の経路の変動を議論してきました。そ

の結果，東アジアの気候を支配するアジアモンスーン

―偏西風システムの１０００年スケールのダイナミックな

変動を明らかにすることができ，他の地域（主に北大

西洋域）との偏西風を通じた気候の伝播プロセスを提

唱するに至りました。以上，長島さんらが開発・発展

させてきた石英粒子の格子欠陥などの粒子の結晶の物

性を利用する手法は，これまで主に同位体を用いて議

論されてきた地球環境における物質移動について，起

源域推定を含めた詳細な大気輸送メカニズムの解明に

資するものであり，今後の大気化学や気候学への大き

な波及効果が期待されるものです。最近では，福井県

の水月湖や秋田県の一ノ目潟に堆積する年縞堆積物か

ら氷期や融氷期といった，過去数万年にわたる偏西風
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などの大気循環と気候変動との関係性についてほぼ季

節～年単位での解析に挑戦しているところで，今後の

成果が非常に楽しみです。

（独立行政法人海洋研究開発機構地球環境変動

領域・原田尚美）

●『地球化学』誌掲載の博士論文抄録の募集

『地球化学』誌には，日本地球化学会会員（近日入

会予定者を含む）が過去３年間に提出した博士論文の

抄録を掲載しています。特に締め切りは設けていませ

んが，学年暦の切れ目であるこの時期にぜひ投稿をお

願いいたします。

特に，今年学位を取得されて４月から新しい生活が

始まる会員の皆様には，忘れずに投稿をお願い致しま

す。『地球化学』誌の博士論文抄録を通じて博士論文

の内容を広くアピールすることは，地球化学会にどの

ような若手研究者がいるかを地球化学会の内外に知っ

て頂くためにも重要だと考えています。

また，一般会員の皆様には該当する周囲の会員に投

稿を勧めて頂けるようよろしくお願いいたします。

【投稿方法】

氏名（和文・英文），博士論文の題目（和文・英

文），博士論文提出先（和文），博士論文の提出年，現

在の所属（和文・英文）と連絡先（電話とメールアド

レス），博士論文の内容（和文）をまとめ，電子メー

ルの添付ファイルで下記の原稿送付先まで送付する。

メールの表題は，「地球化学投稿」とする。

刷り上がり２ページに収まるように，論文の内容は

題目・提出先・氏名を除いて４，０００字以内を厳守す

る。図または表を掲載する場合には，本文と別のペー

ジあるいは別のファイルとして，同様に送付する。

図・表は１枚につき５００字として数える。本文・図表

とも作成ソフト名とファイルの保存形式をメール本文

に明記する。

原稿送付先は以下のとおりです。

『地球化学』編集委員長

高橋嘉夫

E-mail：chika@geochem.jp

（電子媒体以外を用いた郵送の場合は下記に送って下

さい）

〒７３９―８５２６ 広島県東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科

地球惑星システム学専攻 高橋嘉夫

（『地球化学』編集委員長 高橋嘉夫）

評議員会議事録

●２０１２年第３回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２０１２年９月１０日� １３：１５～１９：１０

場所：九州大学理学部２号館１階 ２１１９号室（化学会

議室）

出席者：吉田会長，山本副会長，板井，植松，折橋，

川幡，下田，高橋，原田，谷水，谷本，角皆，

日高，益田，南，圦本，横山，豊田の各評議

員，佐野，平田，丸岡評議員，清水監事，鈴

木勝彦，上野雄一郎，野尻幸宏の各会員（オ

ブザーバー）

欠席者：岩森，小畑評議員

１．審議事項

１．１．第２回評議員会（メール会議）議事録の確認

１．２．副会長二人制に関わる会則変更

会長から趣旨説明があり，会則改正案を総会に上

程すること，総会で承認された後に，評議員会にて

役員選出細則を改正することが承認された。

１．３．Goldschmidt Conference（GC）２０１６年日本開

催について

１．３．１．経緯報告

会長から日本開催が決定した経緯，現在までの

GS（米国地球化学会）との交渉経過，GCタスク

フォース（TF）での議論等が報告された。

１．３．２．会場について

候補地６会場の得失が GC-TFメンバーにより説

明された後，出席者（オブザーバー含む）の挙手に

より３会場を候補から除き，横浜，大阪，神戸の３

会場に絞り込んだ。９月１１日の夜間集会で順位付け

することを決定した。

１．３．３．組織委員長について

川幡評議員から「組織委員長を総会までに決定す

ること」を再確認したい，との意見が出され，夜間

集会後に第４回評議員会を開いて決定することを確

認した。

１．４．GJ出版に関するテラとの覚書および契約

副会長から，DOI付与に関するテラおよび JST

との交渉経過，これに伴う契約書・覚書案の修正予
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定について説明があった。覚書案の字句の微修正案

が清水監事から出された。

１．５．日本地球惑星科学連合（JpGU）のジャーナル

発行について

川幡評議員（JpGU副会長を兼務）から，JpGU

では review＋幕張大会の優秀発表を主体とした新

規ジャーナルと，姉妹ジャーナルのような LET-

TER（EPS後継）について準備をしていること，

JpGUのホームページに掲載されている，ジャーナ

ルに関する Q and Aが参考になること，が説明さ

れた。新ジャーナルの Editorial boardあるいは関

連の運営委員の候補として，本会からは，小嶋稔名

誉会員と川幡評議員を推薦することが承認された。

１．６．２０１１年決算，２０１２年中間報告，２０１３年予算

南会計幹事からそれぞれについて説明され，審議

の結果承認された。２０１１年会計は，管理費は抑えら

れたものの会費収入の微減，出版費の予算超過など

により，実質的には約９５万円の赤字となった。２０１２

年度は会費が一部未収となっている。２０１３年度予算

は GJの電子化に伴い刊行物売上金がなくなり，出

版助成の科研費が不採択となる可能性もあることか

ら収入減が予想される。支出は GJ電子化に伴う経

費（ID・パスワード発行経費。会員一人当たり年

間約５００円）やホームページの改修費を新たに計上

したことなどから実質的には約２２０万円の赤字が予

想される。基本財産引当金は，法人化に備えて準備

したものであるが，今後はなくす方向で検討する。

GJ出版費に関連して，今後テラパブ以外の出版社

と契約する場合に備え，過去の電子アーカイブの譲

渡条件を確認しておくべきとの提案があった。

１．７．総会資料について

議事次第，２０１１年度事業報告，２０１２年度中間報

告，２０１３年度事業計画が承認された。今回は，中国

鉱物岩石地球化学会の劉会長の特別講演が実現しな

かった。外国人研究者を招聘するための制度とし

て，既存の功労賞の適用，国際賞または国際名誉会

員の創設，６０周年記念行事などが提案された。経費

にも留意しつつ，幹事会で検討することとした。

１．８．学術会議の大型研究計画について

圦本評議員から説明があり，実施期間５～１０年，

予算総額１０億円超の計画を本会から提案するかどう

かについて幹事会で検討を始めることとした。公募

開始は２０１３年２月の予定。

１．９．学術著作権協会との権利委託契約について

カナダ複製権機構が，本会に支払うべき著作物

（GJ）複写使用料を誤って学術著作権協会に送金

した（６カナダ・ドル＝約４８０円）。学術著作権協会

が本会に再送金することに関して承諾した。また，

今後似たような事例が起きる可能性があること，こ

の協会との権利委託契約には経費負担が発生しない

ことから，学術著作権協会契約を交わすこととし

た。

１．１０．地学オリンピック

地学オリンピック日本委員会の活動支援要請に対

し，本会が協賛団体として協賛することが承認され

た（協賛金５万円）。また，地学オリンピック予選

および本選の問題作成への協力依頼に対して，本会

から作成委員を派遣することを承認した。

１．１１．JpGU大会プログラム委員１名の交代と JpGU

教育問題検討委員の承認について

プログラム委員の鈴木勝彦会員がセクション代表

としてプログラム編成会議に参加することになった

ため本会のプログラム委員を辞退し，横山哲也会員

と交代することが承認された。教育問題検討委員は

すでに本会から派遣され活動を継続している瀧上豊

会員と津野宏会員，および別の理由により委員とし

て活動している高橋嘉夫会員の３名に，本会の代表

として引き続き活動していただくことを承認した。

１．１２．学会ウェブ体裁の改修について

原田広報幹事から，現在の学会ホームページの改

修の必要性が説明された。情報を見やすくするため

の改修費用を来年度予算に計上することが承認され

た。あわせて，英文ホームページの充実を図ること

も確認した。

２．報告事項等

２．１．広報（原田幹事）

２．１．１．学会ホームページ

２０１２年８月現在で２６件の公募情報を掲載，広告は

３件から２件に減少（７月末オーレックが解約）。

２．１．２．講師派遣事業

２０１２年８月現在の派遣講師登録は１９名。前回報告

以降の派遣実績は４件（大分県立大分豊府中学校

（山本順司会員），青森市立浅虫中学校（古川善博

会員），古河市立第一小学校（横山祐典会員），大分

県立大分舞鶴高等学校（川本竜彦会員））。

２．１．３．GC２０１２ブース

GJのバックナンバーおよび CD，学会パンフ

― 8―



会員種別 人数 契約口数 GJ冊子希望 不要

一般正会員 ７４１ ３０６ ４３５
学生正会員
うち，学生パック

１４８
（５６）

８１
（３０）

６７
（２６）

シニア正会員 ５９ ３１ ２８
賛助会員 １０ １０ ９ １
名誉会員 １１ ６ ５

合計 ９６９ ４３３ ５３６
（寄贈） １７
（GJ発送総数） ４５０

レット，ノベルティ，GJ特集号「Fukushima re-

view」のコンテンツを配布。詳細は地球化学ニュー

ス No．２１０にて報告。

２．１．４．年会ブース，プレス対応

「地球と宇宙の化学事典」の宣伝ちらしを年会受

付にて配布。各セッションのコンビーナーに推薦し

ていただいた計１３件のハイライト講演の要約をマス

コミ各社に投げ込んだ。

２．２．庶務（豊田幹事）

２．２．１．２０１２年第３回幹事会（９月１日� １２：１５～

１７：１０，JAMSTEC東京事務所）

出席者：吉田会長，山本副会長，圦本・GJ編集

委員長，高橋・和文誌編集委員長，下田，原田，平

田，南，豊田の各幹事，欠席者：川幡幹事

第３回評議員会の議案整理を行った。

２．２．２．年会準備関係

年会案内を，日本化学会，日本分析化学会（共

催）の学会誌「化学と工業」，「ぶんせき」へ掲載依

頼（８月号），および質量分析学会（協賛）の学会

メールニュースへ配信依頼した。学会賞，奨励賞

（３件）のメダル，賞状を清田工芸に発注した。澁

谷岳造会員（奨励賞）は授賞式，受賞記念講演に欠

席。ビデオ出演も検討されたが，来年の年会で講演

していただくことになった。名誉会員へ招待状を発

送，９／７現在３名から欠席の返信。

２．２．３．第２回鳥居基金

海外派遣２件，国内研究集会０件の応募があり，

大森裕子会員（AGU Fall Meetingでの研究発表）

が採択された。

２．２．４．協賛，共催予定

3rd Asia-Pacific Conference on Luminescence

and ESR dating（２０１２年１１月１８～２２日，岡山理科

大学，協賛），可視化情報全国講演会（２０１２年１０月

４～５日，姫路商工会議所，協賛），日本地熱学会

平成２４年学術講演会（２０１２年１０月２４～２６日，秋田県

湯沢市湯沢文化会館，協賛）

２．２．５．各種表彰の推薦

第３回日本学術振興会育志賞，H２５年度科学技

術分野の文部科学大臣表彰（科学技術賞および若手

科学者賞），およびH２４年度第４回とうきゅう環境

財団社会貢献学術賞の学会推薦候補者の受付を行っ

たが応募はなかった。

２．２．６．JST

J-STAGE掲載の GJの情報および著者抄録を J-

GLOBAL, JDream IIで閲覧するための掲載許諾依

頼があり，承諾した（８／２２）。

２．２．７． GJ科研費関連

JpGU第２回科研費成果公開促進費対応臨時委員

会（５月２１日� １６：００～１７：００ 幕張メッセ，折

橋評議員が出席），同第３回科研費成果公開促進費

対応臨時委員会（８月９日� １４：００～１６：００ 東

大理学部，吉田会長が出席）。H２５年度科研費研究

成果公開促進費の公募要領が公開された（９／１，締

切１１／１６）。「国際情報発信強化 B」への応募につい

て出版WGおよび圦本編集長に検討を依頼した。

２．２．８．その他

日本地球化学会と中国鉱物岩石地球化学会との間

で覚書取り交わされた（７／１６北京）。国際文献が保

管していた，ハードカバー製本の GJおよび和文

誌，古いニュースや DVDについて，譲渡希望の

あった５名の会員に発送後，処分した（７月）。GJ

の表紙に JpGUのロゴを掲載してパートナーシッ

プジャーナルとする覚書案が JpGUとの間でまと

まり，取り交わし手続き中。

２．３．会員（下田幹事）

５月から８月までの会勢は以下の通り。

日本地球化学会会員数（２０１２年８月３１日）

会員異動（２０１２／５／１～２０１２／８／３１）

【入会】

５月

会員番号 会員名 会員種別

９２８２８００ 安田友紀 学生パック

９２８２８０３ 柄澤尚人 学生パック

９２８２８０５ 三島 郁 学生パック

９２８２８０７ 新井田佳吾 学生正会員
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６月

９２８２８０４ 遠藤美朗 学生パック

９２８２８１３ 関 有沙 学生パック

９２８２８１４ 杉原真司 一般正会員

９２８２８１５ 川名華織 学生正会員

７月

９２８２８０９ 安間 了 一般正会員

９２８２８１０ 近藤美由紀 一般正会員

９２８２８１１ 岡本和明 一般正会員

９２８２８１７ ベル智子 学生正会員

９２８２８１８ 重光雅仁 一般正会員

９２８２８２０ 岡部宣章 学生正会員

９２８２８２１ 中村淳路 学生パック

９２８２８２２ 為則雄祐 一般正会員

９２８２８２４ 山形武広 学生パック

９２８２８２６ 小林真大 学生パック

９２８２８３１ 齋藤 有 一般正会員

９２８２８３７ 坂田周平 学生パック

８月

９２８２８１９ 森本宏昭 学 生

９２８２８２３ 添盛晃久 学生パック

９２８２８２５ 福田航平 学生パック

９２８２８２８ 川久保友太 学生パック

９２８２８２９ 有賀大輔 学生パック

９２８２８３０ 内藤慶一 学 生

９２８２８３３ 野村龍一 学生パック

９２８２８３５ ZOU, YUN 学生パック

９２８２８３６ TUMENDELGER, AZZAYA 学生パック

９２８２８３８ 真中卓也 学生パック

【退会】

５月

会員番号 会員名 会員種別 会費納入
済年度

備考

９２８２４９０ 楠田千穂 学生正会員 ２０１１ １月に退会届

６月 なし

７月 なし

８月 なし

【会員種別変更】

５月

会員番号 会員名 変更前 変更後

９２８２６１０ 朝比奈健太 学生正会員 一般正会員

６月

８２８１１８０ 楠田 隆 一般正会員 シニア正会員

９２８２４００ 宮川和也 学生正会員 一般正会員

９２８２４６１ 遠山知亜紀 学生正会員 一般正会員

７月 なし

８月 なし

２．４．GJ（圦本編集委員長）

２．４．１．発行・編集状況（８月２日現在）

２０１２年 Vol．４６，No．３は７月 に 発 行 さ れ た。

No．４は福島特集号の予定。８月２日現在の投稿数

は９７報，うち受理２４，却下３１，審査中４２となってい

る。特集号は，２０１１年ゴールドシュミット会議

「Fukushima Review」および第５８回年会「災害に

よる環境汚染および復興の地球化学」に基づく特集

号（首都大・海老原，東工大・吉田，広大・高橋の

各会員），第５７回年会「南太平洋―パタゴニア地域

の地球化学総合研究」に基づく特集号（東大・折橋

会員），第５８回年会「水圏環境地球化学―佐竹洋先

生記念シンポジウム」に基づく特集号（富山大・張

会員）。

「Fukushima Review」特集号掲載論文をHP上

で free access paperとして先行発表した。その関

連発表論文も同HPに掲載した。今後発表される関

連論文もこのHPに追加していく。

２．４．２．その他

P. ARIYA博士の AE辞退を受理，Jennifer G.

Murphy博士，Richard W Murray博士を AEに加

えた。投稿数に対する編集委員不足から AEの補充

を考えている。

２．５．和文誌「地球化学」（高橋編集委員長）

２．５．１．GJの表紙変更に伴う「地球化学」表紙の刷

新

案数種が示され，その中から編集委員長が選んだ

案について承認した。Vol．４７，No．１より表紙を刷

新する。

２．５．２．発刊予定

【２０１２年 Vol．４６，No．３】（年会に間に合うよう

に発送予定，GJ４号と合冊）２０１１年度日本地球化

学会奨励賞受賞記念論文：吉川知里，「窒素同位体

比および物質循環モデルを用いた海洋窒素循環に関

する研究」，企画総説「地球化学の最前線」：角野浩

史，「揮発性元素の沈み込みはマントルのどこまで

及んでいるのか？」，総説：淵田茂司，「化学進化に

おけるペプチド生成」，報文：猪狩俊一郎，「メタン
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を主成分とするガス中の微量非メタン炭化水素の測

定法の改良」，博士論文抄録：飯塚理子

【２０１２年 Vol．４６，No．４】特集号「地殻流体」

（年内発送予定，GJ６号と合冊）Preface：小木曽

哲，総説：加藤愛太郎，「地震発生と地殻流体」，総

説：石川剛志，廣野哲朗，「断層岩の微量元素組

成・同位体組成からみた地震時の流体岩石相互作

用」，総説：山本順司，石橋秀巳，「マントルウェッ

ジ炭素の起源を考える」，総説：平賀岳彦，渡部泰

史，「粒間流体の実態」，報文：岡本和明ほか，「沈

み込み帯および島弧地殻で発生する脱水流体と地震

性破壊」，報文：土岐知弘ほか，「琉球諸島周辺の地

殻内部流体中のメタンの起源」

２．５．３．その他

来年，６０周年記念特集号の編集を計画中。

２．６．企画（平田幹事）

２．６．１．ゴールドシュミット国際会議について

ゴールドシュミット国際会議が６月２４～２９日にカ

ナダのモントリオールで開催された。地球化学会も

共催（スポンサー）として参加するとともに，学会

活動紹介のために展示ブースを開設。次回は，２０１３

年８月２５～３０日にイタリアのフローレンスにて開催

される。現在，Webにてセッション募集中（〆切

２０１２年１０月）。講演要旨の投稿は２０１３年２月より開

始（〆切４月予定）。来年度も協賛金（３，０００ドル）

を提供し，また地球化学会のブースを開設する予

定。

２．６．２．平成２４年度日本地球化学会年会について

９月１１～１３日に，九州大学において平成２４年度日

本地球化学会年会が開催される。実行委員長は九州

大学・吉村会員。今年もセッション制をとってお

り，評議員が中心となる学会基盤セッション（１７

セッション）と一般からの公募による特別セッショ

ン（６セッション）で講演を募集。８月２４日現在で

の参加申込数（予約登録者：予約登録は８月２４日に

〆切）は３１８件。講演申込数は口頭発表２５１件（受賞

講演３件を含む），ポスター発表１０４件。今年も学会

主催の学生発表賞を授与する。エントリー数は８２

件。審査は評議員が行う（エントリー発表１件あた

り評議員３人を割りあてるとともに，エントリー講

演を聴講した場合は審査をするよう要請した）。年

会最終日，講演が終了したあとにクロージングセレ

モニーを開催し，学生発表賞を授与する。授与数は

未定であるが，３から６件を想定し，景品の準備を

進めている。

今年は新たな試みとしてランチオンセミナーを開

催。企業の支援で海外の研究者に講演していただ

き，最新の情報を提供してもらう機会とする。企業

の宣伝にならないように配慮するよう要請。

今年も年会会期前日（９月１０日）にショートコー

スを開催。４つの学術講演と一つのテクニカル講演

を開催する。８月２４日現在での参加登録数は２５名。

アジレントテクノロジーの好意により参加者全員に

トートバックを配布する。

２．６．３．平成２５年度日本地球化学会年会について

来年度の日本地球化学会年会は筑波で開催する予

定。野尻会員および丸岡会員が中心となり，鉱物科

学会と同時開催する方向で調整中。オブザーバーの

野尻会員から，９月第２週に筑波大学を会場として

開催予定である旨，説明があった。

２．７．ニュース（川幡幹事）

E-mailでの配信は順調に推移している。投稿に

は，文字化などのトラブルがないよう，pdfなどで

なくテキストファイルでお願いしている。次回「地

球化学」に掲載予定のニュースは，第２回評議員会

議事録，公益社団法人日本地球惑星科学連合の幕張

大会，モントリオールの Goldschmidt conference

のレポート，第３回評議員会議事録の予定。

２．８．その他

GC開催は大きな財政リスクを伴うので，組織づ

くり，GSとの交渉，２０１６年以降も GCを日本で開

催するのかどうか，慎重な検討が必要との意見が出

された。

（庶務幹事・豊田 栄）

●２０１２年第４回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２０１２年９月１１日� ２０：１５～２０：４５

場所：九州大学文系キャンパス 共通講義棟２０１号室

出席者：吉田会長，山本副会長，板井，植松，折橋，

川幡，佐野，下田，高橋，原田，谷水，谷本，

角皆，平田，日高，益田，丸岡，南，圦本，

横山，豊田の各評議員，オブザーバー若干名

（夜間集会に引き続き参加）

欠席者：岩森，小畑評議員

審議事項：Goldschmidt Conference（GC）２０１６の組

織委員長について

評議員による推薦を受け付け，吉田会長および益田
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評議員が候補者として推薦された。推薦者による推薦

理由の説明ののち，両候補者退席のもとで投票を行っ

た結果，益田評議員が組織委員長に選任された。益田

委員長のもとで全会員が一丸となって，慎重かつ速や

かに GC２０１６の開催準備を進めていくことを確認した。

（庶務幹事・豊田 栄）

研究集会の報告とお知らせ

●日本地球惑星科学連合からのお知らせ

日本地球惑星科学連合２０１３年大会のご案内

２０１３年連合大会のお知らせをいたします。

会期：２０１３年５月１９日�～２４日� ６日間

会場：幕張メッセ国際会議場

（〒２６１―００２３ 千葉市美浜区中瀬２―１）

詳細は以下のホームページをご参照下さい。

http://www.jpgu.org/meeting/index.htm

開催セッションの詳細は，大会トップページの「開

催セッション一覧」をご覧下さい。

大会関連の今後のスケジュールは以下の通りです。

＊ただいま事前参加登録を受付中です。

【締切 ５月７日� １７：００】

事前参加登録受付期間

２０１３年１月１０日�～５月７日� １７：００

当日参加登録受付期間

２０１３年５月１８日�～５月２４日�
（広報幹事・原田尚美）

●Goldschmidt国際会議２０１３のお知らせ

Goldschmidt国際会議は，今年は８月２５日�から
３０日�にイタリア・フィレンツェで行われます。
Goldschmidt国際会議は，今や地球化学に関連する

多くの分野を網羅し，会場では各国から３，０００人以上

の参加者が集まり，活発な議論がなされています。日

本地球化学会の会員は会員登録費が４９０ユーロと非会

員より５０ユーロ安く設定されています。まずは

Goldschmidt会議のホームページを覗いていただい

て，会議の概要をご覧ください。そして，フィレン

ツェの歴史豊かな建造物の街で開かれる会議への参加

をぜひご検討ください。

Goldschmidt国際会議ホームページ

http://goldschmidt.info/2013/

〈今後の日程〉

事前参加登録開始：２月２１日�
要旨投稿締め切り：２月２１日�～４月１２日

２３：５９GMT

早期参加登録締め切り：６月２５日�
この日まで会費４９０ユーロ

オンライン参加登録締め切り：７月２６日�
この日まで会費５９０ユーロ

（会場当日受付の場合，会費６４０ユーロ）

Goldschmidt国際会議：８月２５日�～３０日�
問合せ先：広報委員会 Goldschmidt会議担当

原田尚美 haradan@jamstec.go.jp

（広報幹事・原田尚美）
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訃報：本田雅健名誉会員のご逝去を悼む

本学会名誉会員の本田雅健先生

が２０１３年２月１６日にご逝去されま

した。享年９２歳でした。

本田先生は１９２０年東京都にお生

まれになり，東京帝国大学理学部

を卒業後，三井化学工業目黒研究

所研究員，立教大学理学部助教授，東京大学理学部

助教授，ベルン大学研究員，チューリッヒ工科大学

（ETH）研究員，プリンストン大学研究員，カリ

フォルニア大学サンディエゴ校研究員，東京大学物

性研究所教授，日本大学文理学部教授を歴任し，教

育と研究者の育成に尽力されました。

また，本田先生は本学会においては副会長・Geo-

chemical J.の Editorなどを，学術会議においては

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会の委員長を務め

られ，日本の地球化学の発展に貢献されました。さ

らに，EPSL創刊時の Advisory Editorを務められ，

国際的にも地球化学の発展に貢献されました。

本田先生は，分析化学，核・放射化学，地球化

学・宇宙化学などの幅広い研究分野においてご活躍

されました。イオン交換樹脂の研究から始まり，ビ

キニの灰の分析，thick targetの高エネルギー核反

応，長半減期放射性核種の分析およびその半減期の

測定などの多様な研究において，元素の分離分析に

ついての卓越した知識と経験を駆使して業績を挙げ

られ，さらにこれらの研究に立脚して隕石中の宇宙

線生成核種の研究―宇宙核化学―を発展させ，世界

におけるパイオニアとして長年ご活躍されていまし

た。

これらのご業績により，１９７０年に日本分析化学会

学会賞，１９７４年に第２回地球化学研究協会学術賞

（三宅賞），１９９５年に日本地球化学会柴田賞を受賞

され，１９８７年には The Meteoritical Societyより

The Leonard Medalを贈られています。

本田先生の地球化学・宇宙化学ならびに本学会へ

の多大なる貢献に感謝申し上げるとともに，心より

ご冥福をお祈り申し上げます。

（日本大学文理学部化学科教授 永井尚生）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，

電子メールでの原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２０１３年６

月頃を予定しています。ニュース原稿は４月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホー

ムページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者（日本地球化学会ニュース・HP幹事）

川幡穂高

〒２７７―８５６４ 千葉県柏市柏の葉５―１―５

東京大学大気海洋研究所

海洋底科学部門

Tel：０４―７１３６―６１４０

E-mail: news-hp@geochem.jp

ニュースへ記事やご意見をお寄せください

原田尚美

〒２３７―００６１ 神奈川県横須賀市夏島町２―１５

海洋研究開発機構（JAMSTEC）

地球環境変動領域

Tel：０４６―８６７―９５０４／Fax：０４６―８６７―９４５５

E-mail: news-hp@geochem.jp
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